
 

 

 

 

 

 

                            

                                

                               

                                 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生をはじめとした子どもたちは、多くの

時間を学校で過ごします。その学校生活の中で

他の生徒から心理的・物理的な影響を与える行

為を受けたことにより、精神的な苦痛を感じる

こと、いわゆる「いじめ」を受けた場合は学校

と家庭が連携しながら早期に対応しなければな

りません。 

  国の機関が実施した『いじめ追跡調査』によ

ると、「仲間はずれ、無視、陰口」をされた経験

がある又はした経験がある小中学生はいずれも

９割となっています。つまり、「いじめ」は子ど

もたちの日常の中にどこにでもあるという事実

認識が必要となってきます。 

  「いじめ」の認知・対応については、下に記

した【いじめの定義】に該当する事案があった

場合は、早期に「いじめ」として認知し、学校

が一体となって組織的に対応します。なお、そ

の対応の前には「いじめ」を受けた生徒の保護

者の方に必ず連絡をし、学校の対応について理

解を得てから取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

上記①～④をすべて満たすあらゆる事象が法

律上の「いじめ」に該当します。 

『いじめ防止対策推進法』（平成25年施行）に 

より、児童生徒が他の児童生徒との人間関係に 

おいて苦痛を感じたら、程度や回数に関係なく 

「いじめ」であると定義されました。 

 

加茂中学校では「いじめを許さない」学級・学

校づくりを進めていきます。本校の『いじめ防止

基本方針』を加茂中学校ホームページに掲載して

いますのでご覧ください。 

 

 

7月1１日(金)に「少年の主張校内大会」を開

催しました。各学級の代表者６名は、自分の経験

から感じたことや考えたことを堂々と発表しまし

た。審査の結果､大西さん（１年）が最優秀賞と

なり、9月3日（水） 

に行われる雲南市大 

会（会場：掛合交流 

センター）に学校代 

表として出場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもたちの学習のつまずきの把握と、今後の

学習支援を探ることを目的とした「県学力調査」を

これまで行ってきましたが、島根県教育委員会の

新たな方針により、今年度から１年生を対象とし

た「学びの基盤に関する調査（通称：たつじんテス

ト）」を導入することとなり、本校では 7 月 3 日

（木）と4日（金）に実施しました。   

このテストは『言葉に関する知識や運用能力を

図る内容』と『数や量、図形に関する知識や推論能

力を図る内容』の２種類あり、子どもたちは自分の

タブレット端末を使って解答しました。 

 

 

 

雲南市立加茂中学校だより 

令和７年７月１６日 

文責：村上 修司 

令和７年度 第４号 

加茂中学校は、「いじめを許さない」
学級・学校づくりを進めます。 

【いじめの定義】～４つの要素～ 

  ① 行為をした者（A）も行為の対象とな 

った者（B）も児童生徒であること。 

   ② AとBの間に一定の人間関係が存在す 

ること。 

   ③ AがBに対して心理的又は物理的な影 

響を与える行為（インターネットを通 

じて行われるものを含む）をしたこと。 

   ④ 当該行為の対象となったBが心身の苦 

痛を感じていること。 

〔各学級代表者と論題〕 

年組 氏 名 論 題 

１-１ 坂本さん 人それぞれの考え方 

１-２ 大西さん 命について 

２-１ 藤原さん 私にできること 

２-２ 持田さん 海の問題 

３-１ 米原さん 後先考えて行動すること 

３-２ 舟木さん ボランティア活動の意味 

 

『少年の主張校内大会』を開催しま
した（7/11）。 

１年生が『たつじんテスト』に取り組
みました（7/3～4）。 

今回はオンライン配信による発表だ
ったため、代表生徒は別室から自分
の考えを述べました。 



 

 

３年生は10月上旬に行う雲南市『夢』発見ウ

ィーク（３日間の職場体験学習）に向けて、１学

期から様々な事前学習に取り組んでいます。その

事前学習の一つとして、7/10（木）に校内で「模

擬面接」を実施しました。 

  これは、地域の民間企業等の方を面接官として

お招きし、生徒一人一人が個人面接（一人 10分

程度）を行うものです。今回は 7名の面接官の方

に来校いただき、『働くことの意義』や『職場体験

で学びたいこと』などを生徒に聞いていただきま

した。 

  3年生の多くの生徒は、これまで面接を経験し

たことがありませんので、当日はとても緊張した

様子で模擬面接に挑みました。面接終了後、面接

官の方から「生徒の皆さんの面接に取り組む姿勢

がとても真剣でよかったです。」などの感想をい

ただきました。 

面接を担当いただきました関係者の皆様、大変

お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生の家庭科の授業では、ミシンを使った

『被服実習』を行っています。生徒は布製のエコ

バッグを製作していますが、家庭でミシンを使う

機会がほとんどないため、今年度は地域講師の方

（５名）をお招きして、サポートいただきながら

実習に取り組みました。 

例年は家庭科教員１名で被服実習を行ってい

ましたが、今年度は多くの指導者のもと、子ども

たちはきめ細かな指導を受けることができ、立派

なエコバッグを完成させることができました。 

地域講師の皆様、ご指導いただきありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

今、部活動では県総合体育大会（県総体）や全

日本吹奏楽コンクール県大会に向けて熱心に練習

に取り組んでいます。下表の日程で大会等が行わ

れますので、子どもたちに熱い声援をいただきま

すようお願いします。 

 また、美術部では「愛鳥週間ポスターコンクー

ル」の出品を終え、今は「島根緑化ポスター原画

コンクール」への応募に向けて制作に取り組んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲南地区保護司会 

加茂支部様より、全 

校生徒に蛍光ペンを 

寄贈いただきました。 

ありがとうございま 

した。 

 

 

 

 

 

３年生が職場体験に向けた『模擬
面接』に取り組みました（7/10）。 

２年生「家庭科」の授業で、地域講
師の方から指導いただきました。 

県総体・各種コンクールに向けて 

【期日・会場】  

  種  目  期  日  会  場  

剣道 7月23日～24日  鹿島総合体育館（松江）  

ソフトボール  7月20日 三刀屋中学校（雲南）  

バレーボール 7月22日～24日  県立体育館（浜田）  

卓球（個人戦） 7月24日 県立浜山体育館（出雲）  

柔道（団体･個人） 7月19日～20日  県立武道館（松江）  

吹奏楽コンクール（Ａの部）  8月10日 出雲市民会館（出雲）  

 

「社会を明るくする運動」のご寄贈
ありがとうございました。 

行事予定  

2日（土）ソフトボール中国大会（広島）～４日 

      柔道中国大会（広島）～３日 

６日（水）卓球中国大会（岡山）～８日 

      剣道中国大会（岡山）～７日 

7日（木）バレーボール中国大会（広島）～9日 

10日（日）吹奏楽コンクール県大会〔Aの部〕（出雲） 

12日（火）日直を置かない日（～18日） 

17日（日）うんなん家庭の日 加茂中食育の日 

20日（水）３年生体育祭準備開始〔午前〕 

23日（土）UINカップバレーボール大会(三刀屋中) 

24日（日）ＰＴＡ奉仕作業〔7:00～8:30〕 

28日（木）２学期始業式 大会報告会 

29日（金）３年生第３回到達度テスト 

給食開始 

31日（日）吹奏楽部ｻﾏｰｺﾝｻｰﾄ（加茂交流ｾﾝﾀｰ） 

 


